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江戸末期の土御門家と陰陽書出版について 
―ふたつの皇和司天家鑒本『陰陽方位便覽』の考察を中心として―* 

水野 杏紀** 

 
            

はじめに 

江戸末期の土御門家1の当主、晴
はれ

親
ちか

2の時代、土御門家の私塾である齊政館
せいせいかん

3の蔵版

として、中国の天文・暦法、儒教や陰陽思想に関係する書が翻刻された。同じく齊

政館蔵版として、皇和司天家鑒本『陰陽方位便覽』が刊行された。その子、晴
はれ

雄
たけ

の

時代には、別の皇和司天家鑒本『陰陽方位便覽』が刊行された。 

ここでは、江戸末期の土御門家において皇和司天家鑒本として刊行された、ふた

つの『陰陽方位便覧』の分析を中心にし、この時代における土御門家の陰陽思想を

考察したいと考える。 

江戸末期の土御門家  

土御門家の居所  
土御門家は歴代、天文をつかさどる家であり、平安時代の天文博士であった安倍

晴明以降、千年以上において、陰陽頭、天文博士を多く輩出してきた。土御門家は

                                                 
* 本論文は日本科学史学会2008年度第55回発表「土御門家 齊政館とその門人たち－塾で刊

行された「術数書」の考察を中心として－」をもとに構成した。 
** 大阪府立大学大学院人間社会学研究科博士後期課程（人間科学専攻） 
1 近世の土御門家に関する論考としては、林淳『天文方と陰陽道』（日本史リブレット46 山川

出版社 2006）、梅田千尋「陰陽道本所土御門家の組織展開」（『日本史研究』NO.487 2003）pp.138

－160などがある。 
2 江戸時代、土御門家の居所は梅小路村にあった。菩提寺はその近くにあった（現在の京都、

梅林寺がそれにあたる）。そこには、晴親、晴雄ほか、土御門家の数十の墓碑がある。それによ

れば、晴親は「正二位安倍朝臣晴親卿 墓」、「天保十三壬寅年（1842）六月二十八日薨」とし、

子、晴雄は「正三位安倍朝臣晴雄卿 墓」、「明治二己巳年（1869）十月二十九日薨」とある。晴

親の父、泰榮は「正二位安倍朝臣泰榮卿之墓」、「文化三丙寅（1806）十又二月又五日薨」、「孝子 

晴親建之」とある。「附録」の資料１参照。 
3 齊政館の塾名の齊とは「ひとしい」の意と考えられ、ここでは「せいせいかん」と読むこと

にする。齊政館については、渡辺敏夫『近世日本天文学史』上－通史（恒星社厚生閣 1986）pp.382

－389、前掲の梅田千尋「陰陽道本所土御門家の組織展開」pp.156－157などに記載されている。 
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江戸時代には造暦、民間陰陽師の統轄、天皇や公家などの祭祀や占いに携わった。 

江戸時代の土御門家の居所は梅小路村にあった。現在の京都、梅小路の円光寺周

辺が土御門家の居所であった。その円光寺には星の方位と緯度・経度などを測るた

めの渾天儀の土台とされた遺構がある。 
土御門家の梅小路の居所から御所の方位を記載した文書4がある。それによれば、

土御門家の居所から御所は丑の方角にあたるが、おそらく居所から御所に赴くとき

などに、その日、丑方位にどのような神殺が巡っているか、その吉凶を判断するた

めに用いられたものと考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
土御門家と改暦 

天保十二年（1841）、幕府からの改暦の命により、天文方、渋川景
かげ

佑
すけ

5らは『新法

暦書』を編纂した。翌年の天保十三年、晴親はそれを校閲した。彼はそれからまも

なく没したため、彼の息子、晴雄が進献し、名を天保壬寅元暦と賜った。天保暦は

天保十五年（1844）より施行、太陰太陽暦としてほとんど完全なものであった。こ

の天保暦は日本における最後の太陰太陽暦となった。6 

                                                 
4 京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：568（14）。「若杉家文書」は陰陽頭、土御

門家の家司であった若杉家に伝えられた文書。そのなかに、土御門家の関係文書がある。土御門

家は天皇の東上にともなって東京へ赴いたが、若杉家は京都に明治初年に陰陽事務所が開設され

てその中心になったこともあり、土御門家の文書の一部が引き継がれたとされる。現在、それら

は京都府立総合資料館に所蔵されている。改訂増補『文書解題』（京都府立総合資料館 1993）

pp.53－55参照。            

5 渋川景佑は高橋至
よし

時
とき

の子。 

6 能田忠亮『暦』（至文社 1957）pp.126－132、渡辺敏夫『近世日本天文学史』上－通史（恒

星社厚生閣 1986）pp.359－360を参照。 

図２（右）：梅小路村土御門家より御所の
方位をしるした図。その方法は、子癸丑
艮寅・・・と３６０度を十二支、戊己除
く八干、易の八卦のうち艮、巽、坤、乾
の四卦を用いて計二十四（路）に区分し
ている。土御門家から御所は子から３０
度東、丑方にあたっている。 
出典は京都府立総合資料館所蔵「若杉家
文書」請求番号：５６８（１４）「梅小路
村土御門家ヨリ御所ノ方位」 

図１（左）；円光寺内渾天儀を据えたとされ

る土台（水野撮影） 
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 晴親による天保暦の上表文、その草稿として書かれたとされる、いくつかの文書

が「皆川家文書」7にある。このなかには足立信頭、渋川景佑、『新巧暦書』の名が

記されている。晴親は上表文を出す前に亡くなったため、これは晴雄によって進献

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
土御門家と朝廷、公家、幕府との関係 
 土御門家は朝廷、公家、幕府の人々の依頼にもとづいて占断を行ったが、江戸時

代の占文のなかで、晴親、晴雄の名が記されたものがある。これらは依頼者に渡す

前の下書き、あるいは控えのようなものだったと推定される。その内容から朝廷、

公家、幕府との関係を考察したい。 

 

◎方違方位勘文8 

此間内々御尋の方
かた

忌
いみ

の事、相しらべ申候處、園家、凡 癸
みずのと

の方、勧修寺家、凡戌
いぬ

の方に相成申

すべく、中宮御所北の方、売御門9より成らせられ候事等、いずれもさして方忌の御障あらせら

れず。相見え候事。 

三月二二日はれ親 

                                                 
7 「皆川家文書」は京都の大将軍八神社所蔵。皆川家は土御門家に仕え、栄成は土御門神役を勤

仕したとされ、その子、亀
なが

年
とし

は安政二年（1810）に譜代神役となり、編暦にも携わった。娘の高

津は土御門晴親のもとに嫁ぎ、晴雄、邦子らの子をもうけた。そうしたことにより、土御門家関

係の資料が皆川家に伝わったものと考えられる。鈴木一謦「皆川家旧蔵資料目録」大将軍八神社

所蔵（平成16～18年度科学研究費補助金基礎研究（B）「呪術・呪法の系譜と実践に関する総合

的調査研究」研究成果報告書抜粋）を参照。 
8 以下の勘文は、ひらがなのルビと句読点をあらたに施した。 
9 中立売門のことか。字が不鮮明であり亮にも読める。 

図３；天保暦の上表文、その草稿として書かれたとされる文書。最後に「安倍晴親謹誌」とある。出典は
大将軍八神社所蔵「皆川家文書」。 
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文政二年三月十七日依召参院御申御尋、御こたへ三月二十二日持参 

（出典；京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：４８７「方違方位勘文」）  

 

最後に晴親の名がある。依頼主の名は記されていないが、日付が文政二年（1819）

であり、その二年前の文化十四年（1817）に仁孝天皇が即位していること、「参院」

（太上天皇を院と称する）、「勧修寺家」（仁孝天皇の実母は勧修寺婧子）、「中宮御所」

という言葉があることから、天皇の周辺からの依頼であったと考えられる。 

 

◎土御門晴親占文案10 

天保六年トの事 

豐
ほう

の不
ふ

變
へん

の卦
くは

を得
ゑ

たり。此
この

卦
くは

の 意
こころ

は、太陽
たいやう

天
てん

に 在
いまし

して 普
あまね

く天
てん

下
か

を照
せう

臨
りん

し、微
び

細
さゐ

のもの 

までも其
その

恩
おん

澤
たく

を受
うけ

ずといふ事
こと

なきが如
ごと

し。四
し

海
かい

泰
たい

平
へい

に、王
おう

化
くは

、仁
じん

澤
たく

及
およ

ばざる 所
ところ

なく、萬
ばん

 

民
ミん

至
し

治
ち

の澤
たく

を 蒙
かうむ

り、安
あん

穏
おん

無
ぶ

事
じ

の吉
きつ

卦
くは

なり。然
しか

れども日
ひ

、中
ちう

すれバかたむき、月
つき

盈
ミつ

れバかく 

る。天
てん

地
ち

すら盈
ゑい

虚
きょ

して時
とき

とともに消
せう

息
そく

す。殊
こと

に人
にん

事
じ

において豐
はう

大
だい

に過
すぐ

れバ、衰
すい

微
び

を招
まね

くべ 

き理
り

にして、歳
とし

殊
こと

更
さら

に 豐
ゆたか

なるの卦
くは

なれども、人
にん

氣
き

も豐
はう

盛
せい

にゆるみて、 却
かへっ

て不意
ふ ゐ

の驚駭
おどろき

 

等
とう

あるの 恐
おそれ

あれバ、盛大
せいたい

なるのとき、将
しゃう

来
らい

の 憂
うれひ

なからん事
こと

を 慮
おもんはか

り、民心
ミんしん

をして怠
たい

堕
だ

 

に到
いた

らしめざる教
けう

誡
かい

を垂示
たれしめ

し、大明
だいめい

の仁德
じんとく

を布
し

き 施
ほどこ

すときハ、萬
ばん

民
みん

彌
いよいよ

恩
おん

澤
たく

を仰
あふ

ぎ、 

益
ますます

泰
たい

平
へい

なるべしとなり。  

天保五年十一月二二日 冬至考 はれ親 

（出典；京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：５０７「土御門晴親占文案」）  

 

最後に晴親の名がある。土御門家では冬至の日に、朝廷や公家などの人々に対し、

『易』（筮占）によって来年の占断（「冬至考」）を行った。11中国では古来、冬至は

昼が最も短く、これを境に日が長くなることから、一陽来復の時とされていた。こ

こにも依頼者の名はないが、他の「冬至考」をみると、最後には「簾」、「上」、「花」

などの文字が記されている。これらはおそらく依頼者を示すものであったと考えら

れる。この冬至考には最後に「天」の文字がある。文中には「天下」、「四海」、「王

                                                 
10 以下、晴親、晴雄の占文のルビは原文によるが、句読点は新たに施した。 
11 『易經』には、四季の循環、あるいは天の日月星辰がとまることなく順行しているように、

萬物も変化し、陰陽も絶えず変化すること、「極まれば転じる」、「盈つればかくる」ことが述べ

られているが、一連の「冬至考」では、これにもとづき、上昇の時期にあっては日々を戒めと慎

みを持って過ごすこと、下降の時期、困難にあたっては時がくれば散じることなどを説いている。 
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化」、「萬民」という言葉など、君子の心得を示すような文言が多いことから、天皇

に対する冬至考であったと推定される。 

次に晴雄の占文案をみたい。 

 

◎土御門晴雄占文案 

元治二年御トの事          大樹公                

訟
しょう

の遯
とん

にゆくと申
もふ

す御卦
くは

なり。此
この

卦
くは

の 意
こころ

、 訟
しょう

は 訴
うったへ

るなり。彼
かれ

我
われ

背
そむけ

違
たが

ふより 訴
うったへ

を 

起
おこ

れバ、争
そう

亂
らん

に至
いた

り、 禍
わざわひ

を招く。是
これ

尤
もっと

も畏
おそ

れ 慎
つつし

むべきの卦
くは

なり。能
よく

此
この

意
ゐ

を 考
かんが

へ、訴
うっ

 

訟
たへ

の起
おこ

らざる様
やう

、明
めい

正
せい

寛
くはん

裕
ようの

大
たい

量
りょう

を示
しめ

し、忍
にん

の一字
じ

を守
まも

り、 慎
つつしミ

を厚
あつ

くし玉ふ時
とき

ハ、起
おこ

 

るべき 訟
うったへ

も起
おこ

らず、安静
あんせい

ならん欤
か

。之
ゆく

卦
くは

ハ 遁
のがるる

なり。 退
しりぞく

なり。すべて進
すす

ミ為
な

す事
こと

ハ宜
よろ

 

しからず。 退
しりぞひ

て徳
とく

を修
おさ

め、身
ミ

を 保
たもつ

を可
か

なりとするの 象
しょう

ゆへ、只
ただ

何
なに

事
ごと

も左
さ

右
ゆう

の人
ひと

に委
い

任
にん

 

し、其宜
よろ

しきに従ひ玉ふ時
とき

ハ、海
かい

内
か

自
おのづか

ら12静
せい

に歸
き

し、百
ひゃく

般
ばん

總
すべ

て御
ミ

心
こころ

に協
かな

ひ、大吉なるべ 

しとなり。四月、五月、十二月は御平和なり。二月、三月、六月、七月、八月、十月、十一月ハ 

御 慎
つつし

みあらせらるべし。正月、九月大吉にて、猶
なを

なを目
め

出
で

度
たく

渡
わた

らせらるべし。かしこ。 

元治元年十一月二三日 冬至考  安倍はれ雄 

（出典；京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：５０１「土御門晴雄占文案」）  

 

◎土御門晴雄占文案 

元治二年御トの事 

解
かゐ

の晋
しん

にゆくと申
もふ

す御卦
くは

なり。此卦
くは

の 意
こころ

、解
かゐ

はとけ散
ちる

なり。寛
ゆる

め放
はな

つなり。結
むすば

れたるを解
と

き、鬱
うつ

したるを開
ひら

く。身
ミ

内
うち

の病患
やまひ

も解
とけ

去
さ

り、外
ほか

邊
より

の災
わざ

厄
わひ

も散
とけ

解
さん

ず。 最
もっとも

良
よろしき

吉の 象
しゃう

たり。

之
ゆく

卦
くは

も晋
しん

とて進
すす

むなり、升
のぼる

なり。我
わが

身
ミ

ハ坤
こん

の柔
にう

順
じゅん

に成
なっ

て、文
ぶん

明
めい

の君
きミ

に麗
つき

順
したが

ふ時
とき

ハ、大
おおひ

ニ宜
よろ

し。然
しか

れども、進
すすむ

の裏
うら

ハ 退
しりぞく

、升
のぼる

の裏
うら

ハ 降
くだる

ゆへ、意
こころ

を放
ゆる

し、 慎
つつしミ

を致
いた

さざれバ、

却
かへっ

て災害
わざわひ

を招
まね

くの道
どう

理
り

あれバ、日
にち

夜
や

謹慎
つつしミ

、 怠
おこたり

なく、人
ひと

と 争
あらそ

ハず、嫉
ねた

まず、唯
ただ

自
じ

分
ぶん

の徳
とく

を修
おさ

め玉
たま

ふ時
とき

ハ、 益
ますます

二
に

卦
くは

の吉
きつ

を得
え

て、萬
ばん

事
じ

總
すべ

て御
ミ

意
こころ

に叶
かな

ひ、大
だい

吉
きつ

なるべしとなり。二

月、三月御平和なり。正月、五月、七月、八月、御 慎
つつし

みあらせらるべし。四月、六月、九月、 

十月、十一月、十二月ハ大吉にて猶
なを

なをめで度 渡
わた

せらるべし。かしこ。 

元治元年十一月二三日 冬至考  はれ雄 

                                                 
12 海内 天下のこと。 
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天璋院様 

（出典；京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：５００「土御門晴雄占文案」）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の「冬至考」元治元年（1864）には「大樹公」とあることから、将軍に対す

るものであったと推定される。このときの将軍は十四代将軍、徳川家茂であった。 

もうひとつは「天璋院様」とある。これは、天璋院（篤姫)のことであろう。天

璋院は安政三年（1856）に十三代将軍、徳川家定の正室として嫁ぐ。この年はペリ

ー来航の年であった。それからまもない安政五年（1858）に家定は亡くなる。家定、

篤姫の間に子はなく、この年に将軍となったのは紀伊藩主であった家茂であった。 

篤姫は将軍家定が亡き後も江戸に残り、一方、安政五年（1858）に将軍となった

家茂は、文久二年（1862）、仁孝天皇の皇女、和宮親子内親王と結婚をした。上記の

「冬至考」はこの二年後のものである。 

和宮の上臈として江戸に付き添ったのが、晴親の娘、土御門藤子（安倍邦子）で

あった。13将軍、天璋院あての「冬至考」の占文の存在は、土御門家と幕府と接点

を示すものであろう。また、和宮とともに江戸に付き添った藤子の存在により、幕

府の動向はある程度、土御門家に伝わっていたものと推定される。 

この「冬至考」からまもない慶応二年（1866）、家茂が死去し、水戸藩主、徳川

斉昭の子である慶喜が将軍となり、その翌年、大政奉還が行われるのである。 

                                                 
13 前掲の梅林寺には、「安倍朝臣邦子 墓」、「明治八乙亥年（1875）六月十有四日薨」、さらに

「従萬延元庚申（1860）至明治七甲戌年（1874）和宮上臈勤位」とある。 

図４；占文案の最初に「大樹公」とある。 
出典は京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」
請求番号：５０１「土御門晴雄占文案」。 

図５；占文案の最後に天璋院様とある。 
出典は京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」 
請求番号：５００「土御門晴雄占文案」。 
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江戸末期の土御門家と出版 

儒教書・天文書・暦書の翻刻 
 「文化二乙丑、陰陽頭安倍晴親」と記された日記には、「正月小建戊寅一日丙戌14、

読書 齊政館代に於いて初む」とある。15  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

元旦、齊政館において読書始をしたことが記され、その書として『大學』、『孝經』、

『易經』、『史記』天官書、『天経或問』が挙げられている。16 

また、晴親の時代、齊政館蔵版として、儒教、天文、暦法、陰陽関係の翻刻出版

がなされた。 

儒教関係の齊政館蔵版の翻刻としては、『大學解』一卷 、明 郝
かく

敬
けい

撰、日本 三

浦邦彦校、文化四年（1807）がある。 

                                                 
14 文化二年は 1805 年にあたる。文化二年は晴親の父、泰榮は存命中であり、この時には既に

私塾、齊政館が開かれていたことがうかがえる。 
15 京都府立総合資料館所蔵「若杉家文書」請求番号：９３「晴親卿記」。 
16 『史記』天官書は奈良時代から陰陽寮で学ぶ天文生の必読書、『易經』は陰陽生の必読書で

あった。『天経或問』は游藝撰で清代の書。天文書や『易經』だけでなく、儒教経典である『大

學』、『孝經』も挙げられている。『続日本紀』天平宝宇元年（763）十一月癸未（九日）条には、

学生の必読書が記されている。天文生（中務省陰陽寮）は『史記』天官書、『漢書』天文志、『晋

書』天文志、『三色簿讃』、韓楊『要集』、陰陽生（中務省陰陽寮）は『周易』、『新撰陰陽書』、

『黄帝金匱』、『五行大義』、暦生（陰陽寮）と算生（式部省大学寮）は『漢書』律暦志、『晋

書』律暦志、『大衍暦議』、『九章』、『六章』、『周髀』、『定天論』とある。 

図６；「文化二乙丑 陰陽頭晴親 日記」とある。出典は京都府立総合資料館所蔵 「若杉家文書」請求番
号：９３｢晴親卿記｣。 

江戸末期の土御門家と陰陽書出版について 83



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊政館蔵版の天文関係の翻刻としては『星圖歩天歌』が挙げられ、「小島好謙、

鈴木世孝謹識」17とある。『歩天歌』は隋の丹元子著で、二十八宿と三垣を図と七言

の歌であらわしている。晴親が序を記し、跋には「塾中の初学の為に刊行」とある。

齊政館で学ぶ者の天文の入門書として用いられた書と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、暦法関係の翻刻としては、『曆學疑問』18がある。齊政館蔵版として文政

三年（1820）出版された。これも『歩天歌』と同様、「小島好謙、鈴木世孝校」であ

                                                 
17 小島好謙・鈴木世孝の人物の詳細、齊政館との関係については、前掲 渡辺敏夫『近世日本

天文学史』上－通史 pp.382－385を参照。清代には『天文步天歌』一巻、一冊、隋 丹元子撰   康

熙五十八年（1719）本が発行されている（国立国会図書館所蔵目録による）。 

18 『曆學疑問』は清の梅文鼎（梅定九）著。『清史稿』巻一四七、芸文志・天文算法類には『曆

學疑問』三巻とある。 

書名；『大學解』（見返しは『大學觧』） 
巻冊；乾坤二巻、二冊 26.5×17.0cm 
乾巻 4（叙）、29丁、坤巻 37（番号は 30～
66）丁 
題簽；郝亰山 大學解 乾、郝亰山 大學解 坤
著者等；明 郝敬撰、日本 三浦邦彥校 
発行年；文化丁卯（文化四年、1807）臘月（十
二月） 
発行所；芸香堂發兌（見返し） 

大坂 河内屋喜兵衛、江戸 須原屋伊
八、京都 梶川七郎兵衛 

蔵版：齊政館藏（奥付） 
序跋等；大學觧叙 文化四年丁卯（1807）臘月
中野煥季 

図８；『星圖歩天謌』とあり、序には安倍朝臣晴親誌（右）、跋には小島好謙、鈴木世孝謹識、奥付には齊政

館藏とある。出典は国立天文台三鷹図書室所蔵 請求番号：星図類３７９０『星圖歩天歌』 

図７；『大學解』の見返し（右）と奥付（左）。奥付には齊政館藏とある。出典は大阪府立中之島図書館所蔵 請
求番号：１８４．１－８『大學解』。 

書名；『星圖歩天歌』 
別名；星圖歩天謌（見返し）   
折本 18.0×8.0㎝ 
題簽: 星圖歩天歌  
著者等；隋 丹元子撰（題：『歩天謌』）、
日本 小島好謙、鈴木世孝校、長濱尚次
謹圖、藤木盛行運刀 
発行年；文政七年（1824）十月五日（跋
による） 
発行所；不明 
蔵版；齊政館 
序跋等；①序 文政甲申（1824）小春 安
倍朝臣晴親誌、②跋 文政七年（1824）
十月五日 小島好謙、鈴木世孝謹識 
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り、「陰陽頭安倍朝臣晴親閲」とある。小島好謙、鈴木世孝は齊政館の天文、暦法の

学問分野において、中心的な役割を果たしていたと考えられる。 

『曆學疑問』は『曆算全書』19三十二冊に所収されている。「商船載來書目」享保

十一丙午年（1726）の項には、『曆算全書』一部四套（大庭脩『江戸時代における唐

船持渡書の研究』（關西大學東西學研究所 1967）p.687参照）がある。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
『陰陽五要奇書』の翻刻出版 

明代の陰陽書、『陰陽五要奇書』は『元經』、『尅擇璇璣經集註』、『陽明按索』、

『佐元直指圖解』、『三白寶海』の五集と『八宅明鏡』で構成されているが、20この

うちの一集『郭氏元經』、二集『璇璣經』21が「齊政館藏版」として翻刻され、文化

甲戌十一年（1814）に刊行された。 

                                                 
19 『曆學疑問』については、兼濟堂纂刻 梅勿菴『曆算全書』 清 梅文鼎撰、雍正元年（1723）

刊  三十二冊のうち、第十一、十二冊に『曆學疑問』三巻、第十三冊に『曆學疑問』補一巻があ

る（公文書館所蔵目録による）。『曆算全書』は他に咸豐九年（1859）補刊、聞妙香室藏板 とし

て三十二冊(合十一冊)がある。これでは第十二、十三冊に『曆學疑問』三巻、第十四冊に『曆學

疑問』補二巻、清 楊作枚 訂補とある（国立国会図書館所蔵目録による）。 
20 『陰陽五要奇書』は明 江孟隆輯，清 顧鶴庭重輯、乾隆庚戌五十五（1790）年、姑蘇顧氏

樂眞堂刊本、八冊。①『元經』十巻 晉 郭璞撰、晉 趙載注 、②『尅擇璇璣經集註』一卷 晉 趙

載撰、清 顧鶴庭旁注、③『陽明按索』五巻、首一巻 元 陳復心撰、孫漢卿補註、清 顧鶴庭

旁注、④『佐元直指圖解』九巻、首一巻 明 劉基撰、⑤『三白寶海』三巻 元 釋幕講撰、⑥

『八宅明鏡』二巻 清 箬冠道人撰（京都大学人文科学研究所所蔵目録による）。 
21 長澤規矩也編 和刻本『諸子大成』第五輯（汲古書院 1975）に齊政館藏版『郭氏元經』が

所収されている。ただし、晴親の序文の記載はない。 

書名；『曆學疑問』 
巻冊；三巻、三冊 26.0×16.5 ㎝ 
巻一 16（序、目録）、33 丁、巻二 44 丁、巻三 37、1
（奥付等）丁 
題簽；曆學疑問 一、曆學疑問 二、曆學疑問 三 
著者等：淸 梅文鼎撰  

日本 陰陽頭 安倍朝臣晴親閲 
日本 小島好謙 鈴木世孝 校    

発行年：文政三年（1820）庚辰翻刻（奥付） 
発行所：江戸 須原屋茂兵衛、大阪 加賀屋善藏、前田佳

右衛門、京都 堺屋仁兵衛、梶川七郎兵衛、梶川
利助 

蔵版：齊政館藏版（見返し） 
序跋等：①新刻『曆學疑問』序 文政己卯（文政二年 1819）

重陽日 正三位 式部大輔 菅原長親撰并書 
    ②『曆學疑問』序 爾旹 文政二年（1819）秋八

月 少納言 清原宣明題 
③序 康煕癸酉（三十二年、1693）四月望日 清
溪 李光地書 

図９；見返しには『曆學疑問』、齊政館藏版とあ
り（右）、文の最後にも齊政館藏とある（左）。
出典は大阪府立中之島図書館所蔵 請求番号：
６４１―４４『曆學疑問』 
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これについては、晴親が序を記し、「森重勝訓点，吉田德謙校正」とある。この

『陰陽五要奇書』齊政館蔵版の刊行にあたり、晴親は序をよせているが、「世に『五

要奇書』のような書が流布されていないことを憂い、こうした学問を学ぶ者のため

に翻刻した」としている。ただし、「こうした書は読むのがたやすくない」現実も述

べている。晴親はまた、「土御門家は天文、地理、陰陽五行をつかさどる官職に就い

て以来、既に千三百年、四十代にわたりその職についている」とし、土御門家が千

年以上携わった官職として「天文、地理、陰陽五行」を挙げている。また、晴親は

「この数年、みづから『五要奇書』、『通徳類情』などの陰陽書を塾生に講説してき

た」と述べている。さらに、「昨今はト占を用いて人を欺く賤術師が登場し、妄説を

捻出し、学問として学ぶことはますます、廃れている」としており、当時の陰陽思

図１０（左）；『陰陽
五要奇書』、乾隆庚
戌年（１７９０）重
刊、姑蘇顧氏樂眞堂
刊本（水野所蔵本に
よる）。 

書名；『陰陽五要奇書』 
別題；叢書集要（序による）、選擇叢書集要（凡例による）
巻冊；『郭氏元經』巻十 四冊、『璇璣經』巻一 一冊の計

五冊 23.5×16.0cm 
『郭氏元經』一冊：巻一 17（序、凡例、目録）、13丁 
二冊：巻二 10丁、巻三 11丁、巻四 14丁 三冊：巻
五 12丁、巻六 11丁、巻七 10丁 四冊：巻八 11丁、
巻九 八丁、巻十 九丁 
『璇璣經』一冊：2（目録）、44丁 
題簽；陰陽五要奇書 郭氏元經 一、陰陽五要奇書 郭氏

元經 二、陰陽五要奇書 郭氏元經 三（題簽には
璇璣經とある）、陰陽五要奇書 郭氏元經 四、陰
陽五要奇書 璇璣經 五  

著者等；『郭氏元經』 
晉 郭璞撰 晉 趙載註、明 江孟隆輯、清 顧
鶴庭重輯 

 日本 日州 森重勝訓点 浪華 吉田德謙校正
    『璇璣經』 

晉 趙載撰 清 顧滄籌注  
日本 日州 森重勝訓点 浪華 吉田德謙校正  

別題；尅擇璇璣經（目録による） 
璇璣經集註（本文による） 

発行年；文化甲戌（1814）翻刻の再版（見返し） 
発行所；三重県下書肆 豊住伊兵衛、大阪府下書肆 豊住

幾之助 
蔵版；齊政館蔵板（見返し）、桂雲堂老書舗藏板製本發兌

（奥付） 
序跋等；①五要奇書序（菊坡安倍晴親撰 文化癸酉（文化

十年、1813）菊月書干齊政館中）、②叢書集要序
（崇禎五年（1632）秋七月史氏呉孔嘉書干来雲軒）
③郭氏元經序（趙戴）; 

上記データは水野所蔵本によるが、一巻最初の部分に落丁があり、九州大学付属図書館所蔵本で落丁箇所
を確認した。上記データは明治以降の発行本であるが、九州大学付属図書館所蔵本では、森重勝他の『陰
陽方位便覧』と同じ文化十一年に齊政館蔵版として発行と記載されている。 
発行年；文化十一（１８１４）甲戊歳龍辰刻成（奥付）、文化甲戌翻刻（見返し） 
発行所；京都 錢屋七郎兵衛、大坂 加賀屋善藏、江戸 須原屋茂兵衛 
蔵版；齊政館藏板（九州大学付属図書館所蔵『陰陽五要奇書』による） 

図１１；齊政館蔵版『陰陽五要奇書』。『郭氏
元經』文化甲戌（１８１４）翻刻、齊政館蔵
版（右）とあり、「五要奇書序」菊坡安倍晴親
撰（左）とある（水野所蔵本による）。 
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